
   

  

 

 

 

■定義 

手術度ＤとＥの合計 
× 100 ＝ 手術技術度ＤとＥの割合 

手術件数 

■指標の解説 

特定機能病院として高度で専門的な医療を提供するために、手術室や手術機器の整備を行っ

ています。手術技術度 Dと Eの割合が高いと、高難度の手術に積極的に取り組んでいる指標と

なります。 

■活動実績 

外保連試案に定められている手術技術度ＤまたはＥの割合は、昨年度より 2.4％増の 75.2％

で推移しており、特定機能病院の役割を果たしています。技術度の高い手術が安全に実施でき

るように、高難度新規医療技術の審査が漏れなく適正に実施できる体制を整備しました。 
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